
第
十
四
総
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
費
九
）

第
一
號
　
　
九
八
　
（
王
入
）

麟
究
，
の
柔

日
本
風
建
築
研
究
の
栞
（
第
二
十
九
回
）

天
　
　
沼

俊

一

　
　
第
三
十
四
　
　
窓
（
上
の
上
）

『
古
事
類
苑
』
居
塵
部
に

　
窓
ハ
マ
ド
ト
云
フ
、
明
ヲ
室
内
二
引
キ
、
叉
外
界
ヲ

㈲
帆
ク
爲
「
二
繭
駅
ク
ル
所
ニ
シ
テ
、
多
ク
壁
ヲ
塵
牙
チ
テ
之
ヲ

作
ル
櫨
子
ハ
倭
名
類
聚
抄
二
禮
外
幕
ト
註
シ
タ
レ
ド
モ

物
語
等
ニ
ハ
連
子
ト
書
シ
、
レ
ン
ジ
ト
云
ヘ
ソ
、
帥
チ

憲
問
ノ
豊
木
ニ
シ
テ
、
今
ノ
俗
、
木
ヲ
縦
二
連
ネ
テ
作

ソ
タ
ル
憲
ヲ
、
連
子
窓
ト
云
フ
是
ナ
ソ
、
叉
憲
二
紙
ヲ

一張

潟
V
コ
ト
ハ
、
昂
雅
三
門
十
二
、
魔
牙
騙
紙
云
云
ト
ァ
ル
ニ

テ
、
其
古
キ
ロ
ト
ヲ
見
ル
ベ
シ
、
後
世
下
地
窓
、
突
上

　
憲
、
引
憲
等
ノ
名
ア
ソ
、
下
地
憲
ハ
、
壁
土
ヲ
切
落
シ

　
ブ
、
下
地
ノ
細
竹
ノ
ミ
ヲ
存
シ
タ
ル
が
如
ク
ニ
作
ソ
タ

　
ル
モ
ノ
ニ
シ
タ
、
専
ラ
茶
入
ナ
ー
3
聡
ス
ル
輩
、
風
流
ト

　
シ
テ
之
ヲ
作
ル
、
後
ニ
ハ
寒
竹
叉
ハ
藤
ナ
ド
ヲ
以
テ
、

　
意
匠
ヲ
灘
シ
プ
作
レ
ル
モ
ノ
少
ナ
ヵ
ラ
ズ
、
…
：
：
：
此

　
他
ひ
じ
り
憲
、
鐙
籠
塁
上
ノ
名
ア
リ
、
皆
俗
間
二
薦
ス

　
ル
所
ニ
シ
タ
、
多
少
其
製
作
を
平
帯
セ
ソ
。

こ
い
ふ
風
に
、
ま
こ
ご
に
要
領
を
得
た
定
義
が
つ
け
て
あ

る
。
そ
れ
か
ら
後
に
十
三
頁
に
わ
た
り
、
細
密
に
い
ろ
い

ろ
の
本
か
ら
い
ろ
い
ろ
の
事
を
引
幽
し
て
か
い
て
あ
る
。



夫
を
抜
き
書
き
し
て
み
て
は
大
墾
だ
か
ら
、
原
本
に
譲
り

こ
〉
に
は
見
合
せ
て
お
く
。

『
建
築
字
彙
』

　
　
室
内
へ
光
皿
盛
ヲ
探
｝
ル
タ
メ
又
ハ
室
翁
闇
流
廿
辺
ノ
タ
メ
ニ

　
壁
玄
設
ケ
タ
ル
孔
（
…
英
薯
ぼ
ユ
O
芝
佛
関
2
感
R
O
加
鞠

　
国
g
ω
毎
）
構
造
ニ
ヨ
リ
・
グ
ハ
愚
智
憲
、
連
子
憲
、
揚
卸

　
憲
、
引
違
曹
長
ア
ジ
。
黒
日
ヨ
ソ
テ
ハ
圓
窟
腿
、
角
憲
、

　
櫛
形
憲
ナ
ド
ァ
ソ
、
其
他
覗
憲
、
弱
僧
、
夫
婦
憲
等
ア

　
ソ
、
憲
ノ
「
ま
」
ハ
肖
「
ご
」
ハ
駈
ナ
ソ
ト
イ
ヘ
ル
説
ア

　
ソ
。『

工
業
字
解
』

葉
雛
ウ
〔
説
吝
房
室
ノ
疏
ナ
ソ
注
二
号
ハ
當
二
面

二
作
ル
ベ
シ
齪
ト
ハ
門
戸
ノ
疏
窩
ナ
リ
…
ト
ハ
房
室
ノ

窩
騰
幕
無
書
ノ
玲
瀧
ヲ
謂
フ
也
ト
ァ
ソ
一
説
二
小
ナ
ル

ヲ
縦
ト
臼
ヒ
闊
遠
ナ
ル
．
ヲ
ー
ト
日
フ
…
ム
室
二
付
ヶ
タ

ル
モ
ノ
ニ
テ
英
語
タ
N
β
伽
○
毒
う
み
ん
ざ
う
二
當
ル
木
扁

二
龍
ヲ
加
ヘ
タ
ル
撤
構
中
墨
・
文
二
…
櫃
也
ト
ア
リ
テ
獣
ヲ
養

　
　
第
十
四
谷
　
　
研
究
の
渠
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
骨
九
）

　
フ
閑
ゆ
刑
リ
コ
泡
也
ト
ァ
ソ
ラ
木
上
二
龍
ヲ
諏
那
ヘ
タ
ル
ー
・
ト

　
ハ
別
義
ナ
ソ
〔
字
血
C
f
ム
構
二
作
ル
ト
ア
ル
ハ
誤
ナ
リ
。

　
騰
嬉
○
俗
郷
二
作
ル
〔
説
文
〕
壁
ヲ
穿
チ
木
ヲ
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
コ
タ
テ

　
テ
交
窩
ト
爲
ス
也
ノ
注
二
交
点
ト
ハ
木
ヲ
以
ラ
横
直
二

之
ヲ
爲
ル
帥
今
ノ
窩
ナ
ソ
〔
和
名
抄
〕
ま
ご
ト
訓
ス
Q

『
和
漢
三
才
圓
會
』

　
　
凡
有
踏
日
没
骨
乱
撃
撫
皆
助
戸
爲
明
単
磁
聯
名
云
憲

聰
也
於
内
窺
外
以
爲
聰
也
徐
氏
日
西
明
者
爲
憲
更
以
木

爲
下
肥
者
爲
騙
叉
云
其
小
者
日
臆
闊
濡
者
田
葉
叉
北
出

　
騙
日
向
詩
云
塞
向
堪
戸

　
　
嬬
子
　
憲
隔
子
也
三
才
圖
會
云
無
爵
欄
横
者
楯
楯
間

子
日
裾
子

　
　
按
今
寺
以
木
作
倉
淵
大
者
．
即
蘂
余
類
奥
宮
中
寺
説
多

　
用
組
格
子
其
製
縦
横
如
論
難
而
黒
色
也
民
家
所
用
者
釣

格
子
壷
格
子
也
繁
密
而
如
麟
謹
選
謂
之
鐙
籠
格
子
翻
撫

ご
あ
る
。

　
以
上
引
用
し
た
各
種
の
定
義
に
よ
る
ご
、
憲
ご
は
明
）

第
…
號
　
　
九
九
　
（
　
　
九
九
）



　
　
　
策
十
四
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
座
本
古
建
築
研
究
の
栞
ハ
骨
九
）

を
ご
る
か
、
叉
は
外
を
の
ぞ
く
た
め
ご
か
い
ふ
風
に
か
い

て
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
欝
窓
ご
い
ふ
の
が
あ
る
こ
ご
を

ぬ
か
し
て
み
る
。
盲
窓
ε
は
恰
も
瀬
物
の
窓
の
襟
に
見
せ

て
、
其
實
た
や
装
飾
丈
け
に
役
だ
ち
、
そ
の
他
に
は
何
に

も
な
っ
て
ゐ
ぬ
の
で
あ
る
。
盲
窓
は
日
本
ば
か
り
で
は
な

く
，
外
蓋
建
築
に
も
あ
る
。
英
語
で
は
切
ぎ
ユ
名
三
。
≦

こ
い
ふ
。

　
　
　
　
分
　
類

　
窓
を
位
置
こ
か
用
途
こ
か
形
ご
か
、
い
ろ
一
の
黙
か

ら
分
類
を
し
て
み
る
ご
、
先
づ
次
の
檬
に
な
り
は
し
な
い

か
ご
思
ふ
。
尤
も
こ
の
分
類
の
仕
方
は
余
り
う
ま
く
な
い

か
ら
、
ま
た
い
っ
か
墾
へ
る
か
も
知
れ
な
い
Q

　
一
。
形
よ
り

　
　
創
形
Q
頭
が
三
角
師
ち
山
形
（
〈
）
を
し
だ
連
綾
憲
を

　
　
　
　
　
指
し
た
の
で
、
花
琵
等
に
よ
く
あ
る
創
頭
絞

　
　
　
　
　
の
饗
も
の
を
い
っ
た
の
で
あ
る
（
籍
騨

　
　
　
　
　
騨
圓
）
。

　
　
　
　
　
第
一
一
號
　
　
一
〇
〇
　
（
　
嚇
○
○
）

　
方
形
。
普
通
畏
方
形
で
、
縦
叉
は
横
に
連
子
を
入
れ

　
　
　
　
た
の
が
最
も
多
い
◎
稀
に
花
冠
間
入
の
も
あ

　
　
　
　
る
（
永
保
寺
開
山
堂
禮
堂
）

　
六
角
。
支
那
式
の
建
物
に
あ
る
（
長
言
市
興
瀟
寺
）

　
櫛
形
。
馬
形
雷
干
撲
（
ω
①
④
ヨ
Φ
町
所
程
9
）
の
如
き
も

　
　
　
　
の
で
、
邸
宅
建
築
の
欄
間
等
に
用
ひ
ら
る
。

　
圓
形
。
黄
蘂
宗
の
建
物
に
多
い
。
其
狡
間
飾
に
も
甚

　
　
　
　
だ
面
自
い
の
が
あ
る
。

花
頭
。
概
し
て
古
い
の
が
形
も
よ
人
纒
辮
）
、
．
新
し

　
　
　
　
量
る
撃
つ
れ
ぞ
る
（
淋
謙
課
鰐
遡

　
　
　
　
騨
荘
）
。
叉
其
憂
形
は
宮
室
邸
宅
（
桂
離
沖
上
段
間
）
◎
茶

　
　
　
　
室
（
湘
霧
）
等
に
用
ひ
ら
る
。

二
。
位
置
よ
り

高
憲
。

肘
掛
窓
。

天
窓
。

風
窓
。



　
以
上
別
に
説
明
の
必
要
が
な
い
で
あ
ら
う
○
た
Ψ
最
後
’

の
風
窓
こ
い
．
ふ
の
は
、
振
下
の
蓮
風
の
孔
の
こ
ご
で
，
窓

こ
い
ふ
の
が
無
理
か
も
知
れ
ぬ
が
、
こ
ん
な
名
も
あ
る
か

ら
序
に
書
い
て
お
い
た
の
で
あ
る
。

　
三
。
狡
間
飾
よ
り

格連

子子

花
狡
間

卍
　
崩

七
寳
繋

卓
筆
は
横
に
連
子
を
入
れ
た
も
の

何
卒
垂
直
に
格
子
を
入
れ
た
も
の
だ
が
、

場
合
に
よ
り
て
は
甚
だ
複
雑
な
の
が
あ
る

（長

c
寺
）
。

類
例
少
．
な
く
、
例
へ
ば
永
保
寺
開
山
堂
の

の
様
に
煽
れ
で
あ
る
Q
但
し
新
し
い
も
の

は
珍
ら
し
長
い
（
醗
糠
纒
驚
麟
⑫

勧）

實
@
紳
説
等
に
も
例
が
あ
る
。

黄
桀
宗
の
圓
窓
に
よ
く
あ
る
。
稀
れ
に
花

頭
窓
に
入
れ
た
の
が
あ
る
（
長
崎
市
興
編
寺
書
下
）
。

直
れ
に
あ
る
。
花
頭
窓
（
風
霜
繍
巌
）
ご
角
窓

（
慧
獺
》
、
私
量
例
つ
つ
を
知
っ
て

第
十
四
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
a
塞
古
建
築
研
究
の
栞
（
廿
九
）

早立下

　
　
み
る
丈
け
で
あ
る
。

涌
　
日
光
廟
に
上
例
は
珍
ら
し
く
な
い
。

裂
支
那
直
爲
の
窓
に
あ
る
（
長
崎
市
三
編
寺
大
雄
殿
）

饗
　
同
様
支
那
直
寓
憲
て
あ
る
（
右
同
上
）
。
饗
総
、

　
－
ら
し
い
が
ご
う
か
剣
ら
な
い
　
字
に
な
つ

　
　
て
る
る
や
う
で
も
あ
る
が
、
　
一
寸
み
た
こ

　
　
こ
ろ
迷
路
の
標
で
、
ほ
ん
こ
う
は
何
だ
か

　
　
私
に
は
よ
く
鋼
っ
て
み
な
い
。

地
誰
人
も
知
っ
て
み
る
か
ら
、
別
に
説
明
⑦

　
　
要
を
認
め
ぬ
。

先
づ
こ
の
位
で
あ
ら
プ
フ
。
見
出
し
次
第
追
加
し
て
い
く
つ

も
り
で
あ
る
。
茶
室
の
窓
な
ん
か
に
瓢
箪
梨
朧
縫
寺
）

の
や
上
端
が
波
型
に
な
つ
共
欝
欝
）
の
が
あ
る
し
、
其
他

無
双
窓
だ
の
突
上
窓
だ
の
、
あ
り
ご
あ
ら
ゆ
る
種
類
を
探

し
て
書
上
げ
る
日
に
な
る
ご
、
殆
ん
ご
き
り
が
あ
る
ま
い

か
ら
、
こ
の
位
の
こ
こ
ろ
で
や
め
て
お
く
。

　
　
　
M
窟
　
　
　
　
　
一
門
　
　
　
　
　
鋳
　
　
　
　
　
美
　
　
　
　
　
苦

　
　
　
　
　
美
　
　
　
　
　
　
柴
　
　
　
　
　
　
砦
　
　
　
　
　
　
”
皆

満
目
號
　
　
一
〇
一
　
）
　
一
〇
嚇
）
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第
十
四
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
廿
九
）

第
一
號
　
一
〇
二
（
　
「
0
二
）



第
十
四
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
硯
究
の
栞
ハ
骨
九
）

第
…
號
「
〇
三
（
「
〇
三
）
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第
十
四

研
究
の
某

口
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
廿
九
）

一
壷

一一　4

〇
四

A
”　i

〇
四
）
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第
十
四
巷

研
究
の
．
栞

日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
廿
九
）

第
「
號

「
〇
五
（

「
〇
五
）



第
十
四
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
ハ
廿
九
）

第
一
號
　
　
一
〇
六
　
（
　
一
〇
六
）



第
十
四
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
廿
九
）

第
一
號
　
一
〇
七
（
　
「
〇
七
）



第
十
四

研
究
の
栞

日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
廿
九
）

第
一
號

○
入

A
○
入
）



第
十
四

研
究
の
栞

日
本
古
建
築
研
究
の
栞
ハ
廿
九
）

第
一
號
　
同
〇
九
　
（
　
［
〇
九
）

マ
コ
　
　
　
　
ニ
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一
般
に
我
國
の
窓
は
狡
間
飾
（
岸
9
8
蔓
）
は
少
し
も
獲

達
し
て
い
な
い
、
ご
い
っ
て
い
、
位
で
あ
る
。
ゴ
シ
ソ
ク
建

築
に
於
け
る
曲
線
下
問
（
O
珪
≦
巨
の
舞
壼
8
蔓
）
や
火
焔
狡

間
（
目
9
ヨ
げ
。
日
舞
鍾
8
①
蔓
）
等
に
は
遙
に
及
ば
澱
ご
あ
き

ら
め
て
も
、
だ
や
縦
や
横
に
棒
を
並
べ
だ
丈
け
で
は
籐
り

な
さ
け
な
過
る
や
う
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
最
も
多
い
連

子
憲
で
は
、
四
角
な
木
を
鋒
。
に
あ
る
間
隔
に
並
べ
た
も
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
初
め
て
こ
の
種
の
憲
が
用
ひ
ら
れ
た
法

隆
寺
の
建
物
よ
り
、
　
｝
千
三
百
年
後
の
現
今
に
到
る
ま
で

絡
始
一
貫
同
じ
も
の
で
辛
抱
し
て
き
た
其
忍
耐
力
に
は
、

少
し
く
あ
き
れ
ざ
る
を
得
澱
が
、
あ
れ
を
喰
う
る
ご
寺
ら

℃
く
て
い
、
こ
い
ふ
戚
が
な
く
も
な
い
。

　
黄
棄
寺
院
に
よ
く
用
ひ
ら
れ
て
る
る
圓
窓
は
、
其
輪
廓

が
隠
…
だ
か
ら
ご
こ
に
あ
っ
て
も
同
b
で
あ
る
が
、
狡
問
飾
　

に
は
幾
ら
か
込
み
入
っ
た
も
の
が
用
ひ
て
あ
る
。
け
れ
ご

も
こ
れ
も
亦
、
外
診
建
築
の
耶
蘇
會
堂
に
多
い
圓
花
憲
一

に
車
輪
窓
（
口
○
ω
o
（
宅
滞
9
づ
N
博
巳
○
≦
）
の
詣
れ
に
は
、
劉

　
　
　
第
十
囚
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
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建
築
研
究
の
栞
（
廿
九
）

底
比
べ
も
の
に
な
ら
諏
の
で
あ
る
。
潮
頭
窓
や
下
地
窓
に

も
輪
廓
に
い
ろ
く
墾
つ
た
の
が
あ
る
か
ら
、
夫
れ
を
集

め
る
ご
種
類
は
寮
費
に
多
数
に
上
る
。

　
以
上
書
き
つ
け
た
窓
の
う
ち
、
連
子
窓
・
花
頭
窓
・
花

蜂
聞
窓
・
圓
窓
を
主
ご
し
て
記
載
し
、
其
他
の
も
の
は
特

別
の
型
の
も
の
丈
け
を
掲
げ
る
こ
ご
に
す
る
。
断
っ
て
お

く
が
、
例
へ
ば
魚
燈
寺
含
利
殿
の
如
く
出
入
口
に
花
頭
型

を
し
た
の
や
、
或
は
實
際
は
板
が
張
っ
て
あ
っ
て
囲
入
は

で
き
澱
が
、
普
通
の
場
合
な
ら
扉
で
あ
る
べ
き
花
頭
型
の

口
（
向
上
寺
三
重
塔
）
な
ざ
も
、
便
宜
上
こ
、
へ
入
れ
て
一
所
に
記
す

こ
ご
に
し
た
。

　
　
　
　
イ
　
連
子
憲

　
『
建
築
字
彙
』
に
は
「
連
子
ヲ
取
付
ヶ
タ
ル
憲
ラ
イ
フ
」
ご

至
極
簡
明
に
か
い
て
あ
る
。
其
通
り
で
あ
る
が
、
普
通
民

家
等
の
場
合
に
は
、
魁
寺
の
憲
ε
異
り
、
四
角
な
木
を
其

邊
が
憲
毫
叉
は
権
等
に
卒
行
ず
る
如
く
用
ひ
て
あ
る
。
尤

も
髄
寺
の
場
合
で
も
常
に
禽
。
に
限
っ
た
こ
ご
難
な
く
、
李

　
　
　
　
　
　
手
立
號
　
　
一
二
「
　
（
　
｝
二
一
）
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四
巻
　
　
研
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栞
　
　
H
本
古
建
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研
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の
栞
（
廿
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行
の
時
も
あ
る
が
、
た
や
握
れ
が
甚
だ
少
な
い
丈
け
の
こ

ご
で
あ
る
。
今
こ
、
で
は
証
寺
の
分
斥
け
を
考
へ
て
み
る

こ
ご
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ン
ジ
　
コ

　
此
種
の
窓
に
於
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
標
に
「
連
子
子
」

（一

ｩ
く
よ
ぶ
）
は
大
概
四
角
で
あ
る
が
、
時
に
は
五
角
形

の
愚
な
も
の
（
法
隆
寺
西
院
長
塗
上
暦
扉
）
、
三
角
形
（
龍
一
極
）
、
又
は
菱
形
等

（江

C）

ﾌ
も
あ
る
が
、
要
す
る
に
六
曜
雛
形
は
同
じ
で
あ
る

ご
い
へ
る
。
其
異
な
る
の
は
輪
廓
帥
ち
権
で
あ
る
。
権
は

最
も
多
く
の
場
合
は
幣
軸
の
襟
に
、
大
き
な
唐
戸
面
の
襟

な
面
が
ξ
て
あ
る
が
、
簡
輩
な
の
は
四
角
（
罐
警
で

あ
っ
た
り
、
切
面
（
陶
東
院
夢
殿
）
が
ξ
で
あ
っ
た
り
す
る
の
で

あ
る
。
併
し
新
し
く
な
る
と
そ
ん
な
の
は
な
く
な
り
、
大

概
几
帳
面
に
近
い
も
の
に
な
っ
て
了
ふ
の
で
あ
る
◎
だ
か

ら
こ
れ
も
亦
幣
軸
や
桟
唐
戸
の
稜
や
枢
ご
同
じ
様
な
墾
遷

を
も
っ
て
み
る
。
故
に
ざ
れ
か
一
つ
判
れ
ば
三
つ
共
剣
っ

て
く
る
。
さ
う
し
て
古
い
の
は
何
れ
の
場
合
も
同
じ
機
に

連
子
子
の
大
さ
も
間
隔
も
ま
ち
一
だ
し
、
権
等
も
四
方

第
｝
號
　
　
一
、
二
＝
　
（
　
一
、
ニ
ニ
）

全
く
同
じ
ご
は
言
ひ
難
い
か
ら
、
圖
に
は
先
づ
其
大
さ
や

間
隔
の
李
均
こ
い
っ
た
や
う
な
ご
こ
ろ
を
示
し
て
お
い

た
、
だ
か
ら
其
積
り
で
み
る
こ
ご
を
希
望
す
る
。

　
　
　
晶
”
　
　
　
　
　
　
幹
　
　
　
　
　
　
　
憩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M
冑
　
　
　
　
　
　
斬

　
　
　
　
　
憩
　
　
　
　
　
　
柴
　
　
　
　
　
　
栄
　
　
　
｝
穴
　
　
　
　
　
　
曇

　
連
子
窓
は
多
く
の
場
倉
は
、
所
謂
窓
ご
し
て
普
蓮
の
位

鐙
に
あ
る
が
、
時
に
蟻
讐
胴
貫
あ
間
（
京
都
入
坂
榊
肚
縷
門
）
又

は
墜
（
鹿
島
榊
宮
撮
枇
奥
宮
紳
微
）
に
あ
・
饗
特
繁
場
合
も
あ
・
。

こ
れ
等
は
別
に
連
子
子
や
枢
ご
し
て
は
二
っ
て
は
み
な
い

の
で
、
た
や
位
麗
が
特
別
で
あ
る
葺
け
で
あ
る
。
又
稀
れ

に
は
、
普
通
の
場
合
ご
正
反
応
に
権
の
左
右
が
柱
に
つ
き

上
下
が
長
押
に
つ
か
な
か
つ
だ
り
、
四
角
な
枢
を
入
る
べ
き

ご
こ
ろ
に
格
狡
聞
覚
の
輪
廓
の
う
ち
に
連
子
子
を
入
れ
た

窓
を
お
い
た
り
（
以
上
二
例
に
共
に
青
森
縣
弘
前
市
銅
屋
町
、
最
勝
院
五
重
堵
に
あ
る
）
し
た
特
別
の

が
あ
る
が
、
あ
ご
の
二
つ
は
後
に
圖
示
す
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
管
　
　
　
　
　
　
曇
　
　
　
　
　
　
蕾
　
　
　
　
　
　
箭
　
　
　
　
　
　
普

　
　
　
　
　
憩
　
　
　
　
　
　
”
搾
　
　
　
　
　
　
曇
　
　
　
　
　
　
蒼
　
　
　
　
　
　
英

　
ま
た
連
子
子
は
殆
ん
ざ
常
に
線
青
を
塗
る
ゆ
丹
櫨
青
餓

ビ
い
ふ
言
葉
が
あ
る
の
で
み
て
も
写
る
で
あ
ら
う
。
青
鎖



の
青
は
線
審
の
事
で
あ
る
。
け
れ
こ
も
場
合
に
よ
り
て
は

緑
で
な
森
青
の
饗
翠
帳
舞
）
や
青
漆
（
圃
城
寺
金
堂
内
灘
佛
檀
格
狭
間
）

或
忍
石
繍
条
章
寺
）
等
を
塗
っ
た
り
、
又
は
何
も
塗
ら

す
、
素
色
に
し
て
あ
る
時
も
あ
る
、
こ
の
う
ち
青
漆
や
辮

柄
は
、
よ
く
は
知
ら
ぬ
が
蝕
り
な
い
ざ
思
ふ
。

　
　
　
　
菅
　
　
　
　
　
　
晶
ハ
　
　
　
　
　
　
莱
　
　
　
　
　
　
砦
　
　
　
　
　
　
憩

　
　
　
膏
　
　
　
　
　
躰
　
　
　
　
　
幹
　
　
　
　
　
呉
　
　
　
　
　
梼

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
飛
鳥
時
代

の
例
こ
し
て
は
、
法
隆
寺
金
堂
上
層
、
塔
婆
及
び
歩
廓
の

例
に
よ
る
よ
り
仕
方
が
な
い
機
で
あ
る
。
前
二
者
は
連
子

子
の
間
隔
が
狡
く
、
後
者
は
割
合
に
廣
い
、
だ
か
ら
一
本

濾
け
ば
大
概
の
大
人
は
間
か
ら
鵠
入
が
膚
由
で
あ
る
。
先

年
綱
封
藏
へ
盗
賊
が
入
り
、
掛
替
の
な
い
玉
鐙
厨
子
の
鴫

尾
の
唯
一
つ
痩
っ
て
み
た
の
を
盗
ん
だ
ご
き
も
、
一
本
抜

い
て
そ
こ
か
ら
先
づ
西
院
境
内
へ
忍
び
込
ん
だ
郵
程
左
様

に
設
い
の
で
あ
る
（
第
二
三
三
⑭
・
㊨
・
＠
、
第
二
三
五
－
第
二
四
〇
鮒
）
。
さ
う
し
て
枢
は

四
角
一
癖
面
長
方
形
で
、
見
付
狡
く
見
込
面
し
一
i
で

あ
り
、
連
子
子
亦
方
形
で
あ
る
こ
ご
、
第
二
三
三
・
五
・
六

第
十
四
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
肩
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
廿
九
）

圖
及
第
二
四
〇
圖
に
示
し
た
蓮
り
何
等
装
飾
な
く
、
い
は

“
甚
だ
っ
ま
ら
な
く
且
つ
至
極
篠
笛
な
も
の
、
其
上
に
権

は
丹
、
連
子
子
は
緑
青
塗
ご
す
る
こ
ご
、
い
つ
も
き
ま
り

き
っ
て
み
る
、
邸
ち

連
孝
は
方
形
で
、
間
隔
は
割
倉
狡
い
（
法
隆
寺
塔
娑
）
の
ご

廣
い
（
同
西
院
歩
廊
）
の
こ
二
種
あ
り
、
権
は
長
方
形
で
見
付
狡

　
く
見
込
廣
し
。
而
し
て
盲
連
子
は
な
か
っ
た
様
で
あ
る

が
、
r
勿
論
其
・
有
無
は
確
言
で
き
か
ね
る
0

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
奈
良
時
代

に
な
っ
て
も
隠
亡
同
じ
襟
で
あ
る
、
併
し
憲
の
連
子
ご
し

て
は
左
程
間
隔
の
暗
い
の
は
な
い
。
當
代
連
子
は
憲
の
み

で
な
く
、
扉
の
上
方
へ
も
っ
け
る
様
に
な
っ
た
、
さ
う
し

て
其
申
に
は
可
な
り
問
を
あ
け
た
の
や
、
高
樹
に
互
に
密

接
せ
し
め
た
の
等
が
あ
っ
た
。

笙
、
冗
圖
（
第
十
一
巻
第
四
號
第
一
〇
ご
頁
）
に
示
し
た
法
隆
寺
金
堂

裳
暦
の
扉
上
部
の
連
子
は
、
其
間
が
殆
ん
ご
西
院
歩
廊
の

夫
れ
位
あ
い
て
み
る
し
、
同
塔
婆
の
は
盲
連
子
が
入
れ
て

第
一
號
　
　
一
二
三
　
（
　
一
ご
三
）



　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
露
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
骨
九
）

あ
っ
て
、
子
は
前
後
に
孚
た
く
つ
ぶ
れ
て
み
る
。
同
西
院

経
藏
の
扉
の
は
、
問
は
相
當
に
あ
い
て
み
る
が
、
夫
れ
等

は
総
て
く
り
だ
し
た
も
の
で
、
完
杢
に
盲
に
な
っ
て
み
る

の
等
も
あ
っ
た
（
第
十
一
巻
第
四
號
第
二
一
頁
班
載
第
一
一
．
一
六
脇
）
。

　
憲
の
場
合
は
ご
う
で
あ
る
か
ご
い
ふ
ご
、
其
一
例
は
右

記
載
の
経
町
に
凝
っ
た
の
が
あ
る
。
第
二
里
圖
（
諜
障

＠
）
に
一
部
分
を
示
し
た
の
が
夫
れ
で
、
縦
糎
が
す
つ
ご
下

愚
の
び
て
貫
の
横
へ
、
丁
度
ー
ヲ
位
か
か
つ
て
み
る
、
さ
う

し
て
連
子
子
の
間
隔
も
随
分
ひ
ろ
い
。
こ
れ
は
ほ
ん
こ
う

に
内
部
に
探
光
が
で
き
る
の
に
、
裏
か
ら
板
を
は
っ
て
あ

る
か
ら
何
に
も
な
ら
ぬ
。
昔
し
か
ら
か
う
で
あ
っ
た
か
、

或
は
其
後
か
う
し
た
の
か
鋼
ら
澱
が
、
事
實
内
に
経
憲
を

牧
鳴
し
た
場
合
、
こ
ん
な
に
間
が
あ
い
て
み
て
は
風
雨
が

入
っ
て
困
る
だ
ら
う
し
、
ま
た
扉
を
つ
け
て
も
開
閉
の
場

所
を
ご
る
ご
経
を
お
く
所
が
誉
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
し
、

労
探
光
は
正
背
面
中
の
間
の
板
扉
を
あ
け
て
間
に
合
せ
、

痩
り
入
所
の
連
子
憲
は
多
分
書
初
か
ら
裏
に
板
は
は
っ
て

　
　
　
　
　
　
第
｝
號
　
一
二
四
　
（
　
一
二
四
）

お
い
た
の
で
、
盲
憲
に
し
た
の
で
あ
ら
う
ご
思
は
れ
る
。

　
右
に
記
し
て
様
に
風
雨
の
侵
入
を
防
ぐ
π
め
、
裏
に
扉

を
つ
け
、
必
要
に
・
癒
じ
て
開
閉
す
る
様
に
し
た
の
は
、
榮

山
寺
入
角
圓
堂
に
い
、
例
が
あ
る
。
こ
の
堂
に
於
い
て
は

工
専
の
連
季
が
偶
数
（
朴
二
）
で
あ
る
た
め
、
爾
開
の
扉
の

幅
を
同
一
に
す
る
ε
、
丁
度
閤
四
で
合
ふ
肱
檬
に
な
る
か
ら
、

召
合
せ
の
こ
こ
ろ
が
一
大
概
氣
が
つ
く
ま
い
か
ら
大
し

た
問
題
で
は
な
い
が
i
一
斗
か
ら
見
え
て
、
膿
．
裁
も
よ
く

な
か
ら
う
し
、
ま
た
豪
雨
が
風
の
た
め
憲
へ
た
、
き
つ
け

ら
れ
る
場
合
に
は
、
す
い
た
聞
か
ら
入
る
こ
ご
も
あ
ら
う

し
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
も
幾
分
手
傳
ひ
、
爾
方
の
扉
の
幅

は
少
し
異
な
る
が
、
僅
か
一
方
へ
よ
せ
て
子
の
後
ろ
の
こ

こ
ろ
で
合
ふ
襟
に
し
て
あ
る
。
こ
れ
位
一
方
へ
よ
せ
た
っ

て
、
さ
う
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
、
扉
幅
の
相
違
な
ざ
は
全
然

判
b
つ
こ
は
な
い
の
で
あ
る
。
但
し
こ
の
扉
は
當
初
の
も

の
が
獲
っ
て
み
る
の
か
、
或
は
後
に
な
っ
て
つ
け
た
の
か
、

こ
れ
も
亦
鋼
然
せ
漁
。
若
し
次
時
代
か
或
は
夫
れ
以
後
に



つ
け
た
の
だ
ご
そ
の
時
の
考
へ
で
あ
っ
て
當
初
か
ら
ご
は

言
へ
ぬ
こ
ご
に
な
る
が
、
今
は
其
邊
が
は
っ
き
り
し
な
い

　
其
枢
は
多
く
飛
鳥
系
統
の
で
、
法
隆
寺
金
堂
叉
は
塔
婆

裳
暦
の
憲
を
み
れ
ば
、
そ
の
事
は
直
に
実
る
筈
で
あ
る
。

早
撃
寺
東
塔
の
二
重
ご
三
重
こ
の
連
子
憲
の
枢
ま
た
こ
の

種
で
あ
る
、
す
つ
ご
費
し
そ
ば
で
み
た
が
、
材
料
が
古
か

っ
た
か
ご
う
か
忘
れ
て
し
ま
っ
た
し
、
其
後
も
屡
み
て
み

る
が
氣
を
つ
け
な
い
か
ら
、
今
で
も
材
料
の
新
古
は
畳
え

が
な
い
、
併
し
様
式
の
古
い
こ
ご
は
漸
言
で
き
る
。
そ
こ

へ
行
く
ご
初
重
の
は
、
こ
れ
も
今
記
憶
が
な
い
の
で
差
當

b
漸
言
し
か
ね
る
が
、
こ
の
式
は
當
初
の
も
の
で
は
あ
る

ま
い
か
ら
、
例
へ
古
く
こ
も
鎌
倉
位
で
、
奈
良
時
代
迄
は

渕
ら
す
こ
ご
は
で
き
か
ね
や
う
。

　
ま
た
唐
招
提
寺
金
堂
の
き
機
に
幣
軸
と
同
じ
襟
な
の
も

あ
る
が
（
黒
蓋
》
う
も
あ
れ
は
少
し
桑
間
で
、
或
は
鎌

倉
時
代
で
は
あ
る
ま
い
か
ご
考
へ
て
る
る
ρ
だ
か
ら
こ
れ

を
暫
く
預
り
ご
す
る
ご
、
大
概
前
代
の
織
豊
帥
ち
飛
鳥
式

　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
洲
本
宵
建
築
研
究
の
栞
（
廿
九
）

の
も
の
、
み
ご
な
る
や
う
で
あ
る
、
故
に

　
連
子
子
は
方
形
を
普
通
ご
す
る
も
、
間
々
菱
形
（
鰍
難
鎌

麗）

ｽ
は
略
五
角
形
（
同
二
院
経
添
上
暦
扉
）
の
も
の
も
あ
・
が
、
間
隔

　
は
概
し
て
狡
く
、
枢
は
飛
鳥
系
統
で
長
方
形
で
あ
り
、

時
に
縦
椹
が
長
三
方
に
延
び
て
み
る
の
も
あ
る
（
胴
）

の
で
あ
る
。
た
“
唐
招
提
寺
金
堂
の
が
、
鎌
倉
だ
ら
う
ビ

十
中
九
分
迄
思
ふ
が
、
ま
だ
一
分
丈
け
こ
ご
に
よ
っ
た
ら

古
い
型
を
其
ま
、
中
世
に
や
り
か
へ
た
の
で
は
な
か
ら
う

か
、
ご
い
ふ
心
配
が
幾
分
な
く
も
な
い
。

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
李
安
時
代

も
亦
同
坐
で
あ
る
が
、
五
角
形
の
は
な
い
ら
し
い
。
権
は

さ
う
四
単
語
の
は
な
く
な
っ
て
き
て
、
幣
軸
式
の
が
多
く

な
っ
た
こ
思
は
れ
る
。
一
例
は
鳳
鳳
堂
多
量
折
瓢
に
あ
る

楼
閣
の
を
ご
る
こ
ご
が
で
き
る
Q
第
二
四
二
圖
に
示
し
た

の
が
夫
れ
で
、
こ
れ
は
正
し
く
書
初
の
も
の
で
あ
ら
う
。

子
や
枢
が
永
年
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
磨
滅
し
て
み
る
た
め

に
、
充
分
に
は
剣
ら
な
い
が
、
権
は
た
し
か
に
唐
戸
面
の

　
　
　
　
　
　
第
「
號
　
　
一
二
五
　
（
　
剛
二
五
）



　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
昆
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
骨
九
）

標
な
面
を
ご
つ
て
あ
う
、
隅
は
「
留
」
に
し
て
あ
る
こ
こ
ろ

も
よ
く
見
え
て
み
る
G

　
第
二
四
三
圖
は
李
安
時
代
に
薦
す
る
紳
就
の
唯
一
の
遣

品
こ
し
て
有
名
で
あ
る
こ
こ
ろ
の
、
京
都
府
久
世
郡
宇
治

町
所
在
、
宇
治
上
神
説
本
殿
左
殿
の
右
側
面
当
一
間
に
設

け
て
あ
る
大
き
な
盲
管
で
あ
る
。
全
く
の
装
飾
で
實
用
に

は
少
し
も
な
っ
て
み
な
い
が
、
室
町
時
代
の
も
の
で
側
壁

纂
部
が
盲
連
子
に
な
っ
た
の
が
あ
る
（
藩
騨
蒜
矯

耀
離
）
の
で
み
る
ご
、
も
う
こ
の
時
代
か
ら
既
に
そ
ん
な

傾
向
が
あ
っ
た
ご
い
へ
な
く
も
な
い
で
あ
ら
う
。
そ
れ
が

い
け
な
け
れ
ば
、
少
な
く
こ
も
壁
如
露
の
盲
連
子
は
、
李

安
時
代
に
胚
胎
し
て
み
る
ご
考
へ
て
も
よ
か
ら
う
◎

大
讐
於
い
て
前
代
同
様
で
あ
る
が
（
法
隆
寺
二
院
鐘
楼
）
権
は
唐

戸
面
を
ξ
た
の
が
で
き
だ
し
た
や
う
で
あ
る
（
騰
號

瀞
灘
紳
）
。
ま
た
壁
の
毒
薬
に
揺
藻
飾
の
た
め
盲
蓮

　
子
器
を
用
ひ
始
め
た

が
、
こ
れ
は
さ
う
澤
山
の
例
は
見
出
せ
ぬ
や
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
第
…
騨
…
　
　
二
山
ハ
　
（
　
　
一
二
山
ハ
し

　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

　
鎌
倉
時
代

に
な
っ
て
も
、
相
不
愛
枢
は
四
角
で
甚
だ
簡
輩
な
の
も
あ

っ
た
が
（
乱
落
鵜
）
、
ま
た
唐
戸
面
の
様
な
も
の
が
愈
多

く
な
っ
た
や
う
で
あ
る
（
第
二
三
四
画
＠
）
。
こ
れ
等
か
ら
考
へ
て
も

第
二
五
〇
圖
は
鎌
倉
の
修
補
ご
み
ら
れ
ぬ
事
は
あ
る
ま
い

さ
う
し
て
又
連
子
子
に
三
角
或
は
三
角
に
近
い
の
が
で
き

だ
し
た
や
う
で
あ
る
。
三
角
ご
い
っ
て
も
幾
何
學
上
の
三

角
形
の
は
少
な
い
、
理
由
ば
さ
う
で
き
ぬ
ご
ざ
は
勿
論
な

い
が
、
さ
う
し
て
お
く
ご
少
し
古
く
な
っ
た
場
合
、
底
角

の
か
ざ
が
直
に
か
け
る
、
だ
か
ら
ほ
ん
ご
う
は
多
く
の
場

合
等
脚
三
角
形
に
近
い
五
角
形
で
あ
る
。
三
角
に
近
い
ご

か
い
た
の
は
、
こ
れ
に
亜
ぐ
も
の
と
心
得
べ
き
で
あ
る
。

　
第
二
四
四
・
尊
翁
等
に
示
し
た
の
が
帥
ち
こ
の
種
類
の

も
の
で
、
ご
う
せ
後
ろ
が
見
え
澱
以
上
こ
れ
で
い
、
わ
け

で
あ
る
。
殊
に
法
隆
寺
聖
病
院
に
於
い
て
は
、
連
子
憲
の

後
ろ
に
紙
障
子
を
た
て
、
み
る
が
、
こ
ん
な
際
に
は
子
の

裏
を
卒
た
く
削
っ
て
厚
さ
を
へ
ら
し
た
方
が
大
分
都
含
が



よ
ろ
し
い
か
ら
、
多
分
か
う
し
た
の
で
あ
ら
う
。
其
枢
は

唐
戸
面
が
ご
つ
て
あ
る
、
併
し
圖
は
大
志
に
磨
滅
し
て
み

る
i
子
が
下
枢
に
入
っ
て
み
る
所
を
み
れ
ば
、
如
何
に

ひ
ご
く
へ
っ
た
か
い
劉
る
で
あ
ら
う
一
か
ら
、
繰
形
が

ε
れ
て
了
っ
て
上
音
で
み
諏
ご
鋼
ら
な
い
。
唐
招
提
寺
講

裳
離
四
）
の
は
よ
義
っ
て
み
る
が
、
こ
ご
に
よ
っ
た
ら

後
に
ま
た
替
へ
た
か
も
知
れ
濾
Q
少
な
く
こ
も
爲
翼
に
現

れ
て
み
る
子
の
う
ち
、
蕃
右
差
か
ら
嚇
蕃
客
嚇
爆
。
）

の
は
後
の
修
補
で
あ
る
、
ご
い
ふ
の
は
他
の
ご
比
べ
て
太

い
か
ら
直
に
知
れ
や
う
、
そ
れ
は
取
り
か
へ
て
間
が
な
い

か
ら
ま
だ
さ
う
磨
滅
せ
澱
の
で
あ
る
。

　
唐
招
提
寺
講
堂
は
李
城
京
の
朝
集
殿
を
賜
っ
た
む
の
だ

さ
う
で
あ
る
。
其
傳
を
尊
重
し
π
ら
勿
論
、
假
に
否
定
し

て
も
、
建
物
は
奈
良
時
代
の
も
の
で
、
鎌
倉
時
代
に
大
修

理
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
連
子
窓
は
、
こ
ん

な
の
が
當
初
か
ら
あ
っ
π
か
も
知
れ
ぬ
が
、
今
の
窓
は
材

料
も
機
式
も
全
部
後
の
も
の
で
、
決
し
て
奈
良
式
の
ε
は

　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
H
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
廿
九
）

考
へ
ら
れ
ぬ
、
だ
か
ら
右
記
載
は
す
べ
て
初
め
か
ら
鎌
倉

時
代
ご
し
て
や
あ
る
こ
ご
を
、
念
の
た
め
漸
っ
て
お
く
。

　
法
隆
寺
夢
殿
の
窓
も
ま
た
私
は
全
部
鎌
倉
以
降
の
も
の

と
思
っ
て
み
る
。
第
二
四
六
圖
に
於
い
て
、
枢
も
子
も
天

李
の
も
の
が
こ
ん
な
状
態
で
・
今
爵
泡
残
っ
て
み
る
筈
が
な

い
。
こ
の
権
は
四
角
で
角
に
ほ
ん
の
僅
か
小
さ
い
切
面
が

ご
つ
て
あ
る
丈
け
で
あ
る
Q
鎌
倉
な
ら
も
つ
ご
大
き
な
面

を
ご
b
さ
う
な
も
の
だ
が
、
さ
う
で
な
い
こ
こ
ろ
を
み
る

ご
、
或
は
も
つ
ビ
あ
ご
の
仕
事
か
も
知
れ
澱
、
け
れ
ざ
も

今
は
鎌
倉
式
の
も
の
ビ
し
て
こ
、
に
か
い
た
の
で
あ
る
Q

大
概
誤
は
な
い
つ
も
り
で
る
る
。

　
第
ご
四
七
・
入
・
痛
罵
等
に
於
い
て
、
共
通
の
事
實
は
連

子
の
枢
が
特
異
な
こ
ご
で
あ
る
。
夫
れ
は
面
の
幅
が
極
く

狭
い
こ
ご
で
あ
る
。
第
二
四
七
圖
は
宇
治
上
野
証
本
殿
覆

屋
の
窓
で
、
壁
の
上
の
方
に
た
や
つ
い
て
る
る
惹
け
で
あ

っ
て
、
上
下
に
貫
も
何
も
な
い
か
ら
、
ま
は
り
に
締
り
が

な
い
や
う
に
見
え
な
く
も
な
い
。
こ
れ
は
た
や
か
う
い
ふ

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
二
七
　
（
　
…
二
七
）
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こ
こ
ろ
に
此
種
の
窓
を
つ
け
る
時
も
あ
る
こ
い
ふ
例
に
あ

げ
た
の
で
あ
る
。
念
の
た
め
断
っ
て
お
く
が
、
本
殿
は
卒

安
だ
が
、
築
三
は
鎌
倉
時
代
ご
推
定
さ
れ
て
る
る
か
ら
で
ひ

私
も
夫
れ
に
賛
成
し
て
み
る
の
で
あ
る
Q

　
和
歌
山
縣
海
草
郡
濱
中
村
大
字
上
、
長
保
寺
本
堂
は
延

慶
四
年
の
建
物
で
あ
る
が
、
其
外
陣
正
面
思
惑
間
に
あ
る

連
子
窓
亦
同
機
で
あ
る
。
た
い
其
連
子
子
が
殆
ん
ざ
密
接

し
て
み
な
が
ら
盲
連
子
に
な
っ
て
み
す
、
｝
本
一
本
別
々

に
権
に
植
え
て
あ
る
。
普
通
洗
濯
板
に
す
る
ビ
こ
ろ
が
さ

う
し
て
な
い
、
そ
こ
が
鞭
っ
て
る
る
の
で
あ
る
。
尤
も
當

初
は
全
部
密
接
し
て
み
た
か
ら
一
枚
板
で
は
な
く
ざ
も
盲

で
あ
っ
た
か
も
知
れ
繊
が
、
現
在
は
後
補
の
も
の
を
除
い

て
は
、
だ
ん
く
に
木
べ
り
が
し
て
間
が
す
い
て
き
た
た

め
に
、
古
い
子
ご
子
ビ
の
間
か
ら
は
大
分
に
光
線
が
洩
れ

て
み
る
有
様
で
あ
る
Q

　
京
都
府
…
船
井
郡
高
原
村
所
在
、
大
羽
光
寺
本
堂
は
其
棟

札
の
寓
し
に
よ
り
嘉
暦
二
年
十
月
二
十
四
H
上
棟
こ
い
ふ

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
ご
一
八
　
（
　
一
二
入
）

こ
ε
に
な
っ
て
、
み
る
が
、
其
連
子
窓
の
子
は
長
保
寺
本
堂

の
夫
れ
ざ
殆
ん
ざ
同
じ
く
、
殆
ん
ご
密
接
し
て
並
ん
で
み

る
。
現
在
は
多
分
内
部
に
光
線
を
と
る
た
め
（
戸
な
閉
ぢ
て
あ
る
蒔
も
）

で
あ
ら
う
が
、
一
本
隔
き
に
抜
き
ご
つ
て
あ
る
、
所
に
よ

っ
て
は
其
残
つ
た
の
が
ま
た
ε
れ
た
、
め
、
三
本
並
ん
で

ご
れ
て
る
る
か
ら
、
子
が
枢
に
入
っ
て
み
る
機
子
も
割
舎

に
よ
く
掌
る
の
で
、
特
に
第
二
四
八
圖
に
上
枢
の
孔
が
よ

く
見
え
る
襟
に
寓
し
だ
寓
眞
を
脅
し
て
お
い
た
。

　
第
二
四
九
圖
は
堂
日
脚
摘
山
圓
｛
書
芸
に
あ
る
特
記
、
金
…
剛
堂
山

の
窓
で
あ
る
。
こ
れ
は
特
建
國
寳
目
録
に
は
室
町
に
な
っ

て
る
が
、
南
北
朝
頃
の
も
の
ご
思
は
れ
る
で
鎌
倉
に
入
れ

て
お
い
た
。
こ
の
窓
は
爾
面
同
じ
様
に
中
央
部
に
菱
形
が

入
れ
て
あ
る
。
第
十
二
憲
第
一
號
に
の
せ
た
酬
恩
庵
本
堂

の
裏
面
扉
の
圖
に
見
て
み
る
、
上
の
方
の
盲
連
子
の
中
央

に
彫
刻
し
て
あ
る
菱
形
ビ
同
じ
三
昧
で
、
た
や
こ
の
方
が

小
さ
い
丈
け
の
差
で
あ
る
。
窓
の
狡
間
飾
こ
し
て
は
全
く

無
意
昧
で
、
つ
ま
り
だ
ん
く
か
や
う
な
風
に
攣
っ
て
い



く
こ
ご
が
到
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
裏
表
共
赤
く
塗
っ
て

あ
る
（
鍍
思
置
馨
の
は
、
い
つ
頃
か
ら
か
知
ら
繋
、

こ
の
色
は
二
心
で
き
な
い
。

　
第
二
五
一
圖
は
花
西
窓
ご
連
子
窓
ご
の
併
用
ご
い
へ
や

う
。
花
頭
型
の
が
窓
ご
い
っ
て
い
け
な
け
れ
ば
出
入
ロ
で

も
よ
ろ
し
い
。
こ
の
花
頭
は
或
は
あ
ご
で
い
れ
た
の
か
も

知
れ
ぬ
ご
思
は
れ
る
黙
が
あ
る
、
こ
い
ふ
の
は
圖
で
み
て

も
貫
が
花
頭
の
枢
の
後
ろ
で
切
断
せ
ら
れ
て
る
た
り
、
其

他
少
し
く
墾
な
ご
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
併
し
な
が

ら
現
在
か
う
な
っ
て
み
る
か
ら
、
先
づ
こ
、
で
は
併
用
こ

し
て
お
く
。
若
し
當
初
か
ら
さ
う
で
あ
っ
た
の
な
ら
、
既

に
鎌
倉
時
代
に
於
い
て
唐
襟
建
築
に
和
様
の
連
子
を
一
所

に
用
ひ
た
一
例
ご
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
郎
ち
折
衷
式
で

あ
る
、
其
上
に
子
は
正
に
三
角
形
で
あ
る
。

　
以
上
記
し
た
の
は
大
分
に
長
い
か
ら
、
混
働
を
避
る
た

め
左
に
簡
軍
に
し
て
み
る
Q

権
に
は
前
代
同
様
の
が
幡
残
っ
て
み
た
が
（
法
隆
寺
薦
圓
堂
）
、

　
　
　
第
十
四
巷
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究
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栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
廿
九
）

唐
戸
面
の
が
程
々
多
く
な
っ
て
き
た
様
で
あ
る
。
夫
れ

に
ざ
つ
ご
二
種
類
あ
っ
て
、
　
一
は
面
の
圓
弧
襟
の
部
分

が
相
當
の
大
さ
で
あ
る
の
こ
（
唐
招
提
鯉
講
堂
）
、
他
は
夫
れ
が
極

め
て
小
さ
く
、
縁
の
李
π
い
部
分
の
幅
が
随
分
に
廣
い

の
某
劇
甚
背
傷
）
で
あ
る
。
連
子
子
に
は
三
角
形
（
三

悪
鐘
）
又
は
三
角
形
に
近
い
（
唐
招
提
寺
講
堂
）
の
が
’
の
っ
た
。
時
に

は
盲
連
子
の
馨
豊
里
し
て
子
を
並
べ
た
場
合
（
帳
輝

献禰

ﾎ
）
、
又
は
盲
連
子
の
中
央
へ
更
に
同
じ
大
さ
の
連

子
を
以
て
菱
形
を
重
ね
た
襟
な
形
を
刻
み
だ
し
た
様
な

無
意
昧
の
も
の
（
圓
教
寺
金
剛
堂
）
も
で
き
だ
し
た
。
稀
に
花
頭
形

の
ロ
ご
連
子
窓
ご
が
唐
機
建
築
に
於
い
て
同
時
に
用
ひ

ら
れ
た
の
も
あ
っ
た
（
金
剛
寺
鐘
櫻
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
三
年
十
一
月
三
十
日
稿
了
）

第
一
號
　
ご
一
九
　
（
　
一
二
九
）


